
ハ
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
　
―
あ
る
副
官
の
手
記
―

（
著
者
　
久
米
滋
三
）

以
上
三
冊
の
戦
友
会
資
料
に
基
づ
い
て
系
統
立
て
、
ま
た
正
確

も
期
し
ま
し
た
。
御
了
解
下
さ
い
。

南
支
で
戦
い
続
け
た

鳳
　
歩
兵
第
百
六
十
一
連
隊
　 

岐
阜
県
　
谷
口
二
一
　 

―
谷
口
さ
ん
は
何
年
生
ま
れ
で
す
か
、
連
隊
は
岐
阜
で
し
た

か
。

私
は
大
正
十
年
生
ま
れ
で
す
の
で
昭
和
十
七
年
に
入
隊
の
予

定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
昭
和
十
八
年
の
四
月
十
日
、
岐
阜
で
は

な
く
鳥
取
の
中
部
第
四
十
七
部
隊
に
入
営
し
た
の
で
随
分
驚
き

ま
し
た
。
後
で
聞
い
た
の
で
す
が
、
岐
阜
連
隊
に
補
充
兵
が
入

っ
て
兵
舎
が
満
員
だ
っ
た
た
め
で
し
た
。

お
蔭
で
、
砂
丘
の
所
の
粗
末
な
兵
舎
で
し
た
。
鳥
取
の
連
隊

の
人
は
砂
丘
で
の
訓
練
で
大
変
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
土
の
上
と
違
っ
て
足
は
砂
に
め
り
込
ん
で
足
腰
が
鍛
錬
さ

れ
る
訳
で
す
。
し
か
し
、
二
十
日
ぐ
ら
い
兵
舎
に
い
て
、
大
し

た
教
育
は
な
く
直
ぐ
現
地
へ
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

原
隊
の
南
支
か
ら
、
初
年
兵
宰
領
者
の
将
校
と
他
に
下
士
官

が
二
人
、
大
隊
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
来
て
い
ま
し
た
。
五
月
十
八
日

に
命
令
が
出
て
鳥
取
を
出
発
、
宇
品
港
か
ら
出
帆
し
て
広
東
の

入
口
、
黄
埔
へ
着
い
た
の
で
す
。

黄
埔
の
港
か
ら
列
車
で
広
東
へ
、
西
村
と
い
う
所
の
第
百
四

師
団
（
鳳
兵
団
）
の
司
令
部
到
着
、
私
た
ち
の
第
百
六
十
一
連

隊
は
南
村
に
あ
っ
て
、
第
二
大
隊
第
七
中
隊
に
配
属
、
そ
こ
で

初
年
兵
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
我
々
の
団
体
の
岐
阜
県
の
幹

部
の
岩
田
さ
ん
の
次
弟
秀
信
君
と
一
緒
だ
っ
た
。
彼
は
中
隊
は

違
っ
た
が
同
じ
高
山
出
身
で
、
体
の
大
き
い
ゴ
ツ
イ
人
で
、
ド

ラ
ム
缶
を
担
げ
る
の
は
あ
の
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
中
隊
は
違
っ

て
も
同
じ
大
隊
で
し
た
。

広
東
も
雨
季
に
入
っ
て
い
て
雨
の
日
に
は
な
か
な
か
会
う
こ

と
も
無
か
っ
た
が
、
同
郷
の
彼
も
い
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
何

ん
と
な
く
心
強
か
っ
た
で
す
ね
。

―
鳳
兵
団
は
大
阪
師
団
管
区
だ
っ
た
の
で
す
が
、
名
古
屋
師



団
管
区
に
変
わ
っ
た
の
で
す
か
、
古
年
兵
は
関
西
の
人
で

は
な
か
っ
た
で
す
か
。

私
た
ち
の
前
は
和
歌
山
県
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
十
四

年
組
の
古
参
兵
も
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
七
年
兵
で
す
か

ら
ね
。
一
年
余
り
教
育
を
受
け
て
、
大
分
気
候
に
も
、
外
地
の

軍
隊
生
活
に
も
馴
れ
た
頃
、
例
の
湘
桂
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
の

で
す
。

湘
桂
作
戦
は
前
段
第
一
期
で
「
南
支
の
第
二
十
三
軍
は
、
六

月
末
有
力
な
一
部
で
北
江
に
進
攻
し
て
中
支
の
衡
陽
占
領
を
牽

制
し
、
次
の
梧
州
作
戦
の
準
備
を
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た

と
後
に
な
っ
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
有
力
な
一
部
と
い
う
の
が

鳳
兵
団
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
も
戦
後
、
部
隊
史
な
ど
で
知
っ
た
の
で
す
が
、
我
々
歩

兵
第
百
六
十
一
連
隊
と
、
山
砲
兵
一
中
隊
、
工
兵
一
小
隊
、
野

戦
病
院
一
班
が
「
清
部
隊
」
と
呼
ば
れ
た
。
六
月
二
十
四
日
、

日
没
後
、
■
湖
集
結
地
出
発
と
い
う
こ
と
で
、
縦
隊
に
な
っ
て

行
軍
し
、
北
江
渡
河
の
時
は
後
方
だ
っ
た
の
で
敵
の
抵
抗
は
受

け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
清
遠
を
通
り
過
ぎ
、
松
岡
で
は
第
一

小
隊
長
以
下
八
名
が
戦
死
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
の
韶
関
作
戦
の
時
も
相
当
な
抵
抗
を
受
け
た

が
、
そ
れ
よ
り
、
連
江
に
近
い
所
の
松
岡
の
敵
の
方
が
強
く
て

キ
ツ
か
っ
た
。
敵
は
ま
と
も
に
抵
抗
し
た
。
初
め
の
戦
い
は
お

互
い
に
準
備
を
し
て
、
覚
悟
を
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
均
衡
を

破
る
ま
で
は
お
互
い
に
負
け
ら
れ
な
い
か
ら
大
変
な
の
で
す

ね
。
私
達
も
湘
桂
第
一
期
作
戦
が
初
陣
で
し
た
か
ら
。
だ
か
ら
、

後
の
韶
関
戦
よ
り
犠
牲
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
敵
は
日
本
軍
と

同
じ
戦
法
で
山
の
上
か
ら
奇
襲
は
す
る
し
日
本
軍
の
お
株
を
取

っ
て
い
た
。
大
和
魂
は
日
本
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
お
互
い

に
負
け
ら
れ
な
い
、
任
務
の
た
め
に
は
命
が
け
で
す
か
ら
ね
。

湘
桂
作
戦
中
の
我
々
鳳
の
歩
兵
第
百
六
十
一
連
隊
で
、
岐
阜

県
出
身
者
の
戦
没
者
は
七
二
九
名
で
す
（
資
料
あ
り
）

。

第
二
大
隊
は
、
六
月
三
十
日
三
時
頃
、
太
平
市
南
方
で
尖
兵

中
隊
が
夜
間
突
撃
を
敢
行
し
て
こ
れ
を
撃
退
し
た
が
尖
兵
長
以

下
三
名
が
戦
死
し
た
。
太
平
市
に
突
入
占
領
し
同
地
付
近
を
掃

討
し
な
が
ら
、
一
日
夕
方
廻
蘭
市
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
清
遠

西
北
の
敵
を
攻
撃
。
二
日
敵
の
抵
抗
を
排
除
し
て
高
地
を
占
領

し
た
。
八
月
九
日
、
英
徳
県
合
水
口
東
方
の
戦
闘
で
は
五
人
戦

死
と
負
傷
後
死
亡
が
八
人
（
岐
阜
出
身
者
）

、
他
に
和
歌
山
県



の
古
参
兵
も
い
る
。
一
期
作
戦
が
終
わ
っ
て
次
期
作
戦
の
た
め

集
結
し
た
の
は
四
会
で
し
た
。

―
第
二
期
作
戦
は
本
格
的
な
広
西
省
の
航
空
基
地
の
攻
略
戦

と
な
る
の
で
す
が
、
何
時
、
何
処
か
ら
出
発
し
た
の
で
す

か
。

第
二
期
作
戦
は
太
平
市
付
近
を
九
月
九
日
頃
出
発
し
ま
し

た
。
川
上
連
隊
が
挺
進
団
と
な
っ
て
進
撃
す
る
計
画
で
し
た
。

こ
の
計
画
に
よ
れ
ば
、

「
一
、
軍
ノ
企
画
―
軍
ハ
九
月
上
旬
ヨ
リ
攻
撃
ヲ
開
始
シ
先

ツ
梧
州
、
丹
竹
付
近
ニ
進
出
シ
爾
後
ノ
作
戦
ヲ
準
備
ス
…
…
、

二
、
第
百
四
師
団
ハ
清
遠
付
近
ヨ
リ
四
会
ヲ
経
テ
西
江
北
岸

ノ
敵
ヲ
撃
破
シ
ツ
ツ
途
中
肇
慶
ヲ
攻
略
シ
テ
梧
州
ニ
進
出
ス
。

特
ニ
一
部
ヲ
以
テ
北
方
ニ
■
回
セ
シ
メ
懐
集
、
信
都
ヲ
経
テ
梧

州
ニ
進
出
セ
シ
ム
」

と
戦
史
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
の
連
隊
が
進
撃
、
四
会
を
通
っ
て
徳
慶
―
梧
州
へ
入
っ

た
時
は
川
上
連
隊
が
既
に
梧
州
を
占
領
し
て
い
ま
し
た
。
梧
州

付
近
で
我
連
隊
は
余
り
戦
闘
は
な
か
っ
た
。
梧
州
を
出
て
か
ら
、

梧
州
―
龍
巷
間
の
道
路
構
築
し
た
の
で
す
が
、
西
江
河
岸
の
崖

を
切
り
開
い
た
。
し
か
し
、
雨
が
降
る
と
道
は
泥
と
な
っ
て
膝

ま
で
浸
っ
て
の
作
業
は
大
変
な
う
え
、
昼
間
は
河
に
沿
っ
て
敵

の
Ｐ51

戦
闘
機
が
低
空
で
飛
ん
で
、
道
路
工
事
の
連
隊
の
兵
隊

や
、
河
を
■
る
船
に
銃
撃
を
繰
返
し
、
作
業
は
仲
々
進
ま
な
い
。

し
か
も
銃
弾
が
当
た
る
と
口
径
が
大
き
い
の
で
、
大
部
分
は
出

血
多
量
で
戦
死
と
か
、
足
な
ど
は
■
が
後
向
き
に
な
っ
た
り
、

切
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
随
分
悲
惨
で
し
た
。
そ
の
た
め
道
路
作

業
は
、
第
一
線
の
戦
闘
よ
り
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
連
隊
の
兵

士
は
、
早
く
第
一
線
に
出
て
柳
州
攻
略
に
出
発
し
た
い
と
、
そ

の
日
の
来
る
の
を
待
ち
望
ん
だ
程
で
す
。

―
次
に
柳
州
攻
略
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
下
さ
い
。

柳
州
攻
略
は
我
々
の
歩
兵
第
百
六
十
一
連
隊
が
単
独
で
三
江

墟
か
ら
山
地
へ
入
っ
た
の
で
す
。
山
地
の
名
は
■
山
系
と
い
っ

て
、
先
人
未
踏
の
山
で
、
地
図
も
■
山
の
部
分
は
真
っ
白
で
す
。

空
白
に
な
っ
て
い
る
か
ら
地
図
が
無
い
の
も
同
じ
で
す
。
我
々

兵
隊
は
■
山
と
言
わ
ず
「
猫
山
脈
」
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
猫

山
脈
へ
登
り
か
け
た
の
は
十
一
月
三
日
で
し
た
。

山
中
は
人
間
が
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
獣
道
と
い
う
か
鹿
道

と
い
う
だ
け
で
す
。
こ
の
道
な
き
道
を
進
む
の
だ
が
、
峻
険
と



い
う
文
字
通
り
で
す
。
馬
は
駄
目
で
通
れ
な
い
。
も
っ
と
も
馬

は
梧
州
の
あ
た
り
で
半
分
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
の
住
民
苗
族
は
少
数
民
族
で
、
誰
言
う
と
な
く
尾
の
生

え
た
人
種
だ
と
■
話
さ
え
あ
る
剽
悍
な
性
格
で
、
猿
の
よ
う
に

素
早
く
、
つ
ね
に
蛮
刀
を
腰
に
し
て
、
通
り
魔
の
よ
う
に
走
り

去
る
種
族
だ
っ
た
。
地
図
が
な
い
の
だ
か
ら
指
揮
官
は
、
夜
は

星
、
昼
は
磁
石
頼
り
の
三
日
間
で
し
た
。
何
故
こ
の
よ
う
な
山

中
を
突
破
し
た
か
と
い
う
と
、
柳
州
防
御
の
敵
の
意
表
を
つ
く
、

挺
進
突
撃
だ
っ
た
か
ら
で
す
。「
柳
州
攻
略
は
南
支
軍
で
」
と

い
う
固
い
決
意
が
、
第
二
十
三
軍
に
も
師
団
司
令
部
に
あ
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
。
柳
州
突
入
先
遣
大
隊
は
第
三
大
隊
で
、
道

県
へ
降
り
た
の
は
十
一
月
五
日
で
し
た
。
我
々
が
見
た
の
は
、

立
派
な
道
路
に
敵
戦
車
の
キ
ャ
タ
ビ
ラ
の
跡
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
こ
と
で
す
が
、
戦
車
の
姿
は
み
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
見
て
私
達
は
、
今
度
は
や
ら
れ
る
ぞ
と
思
い
、
い
よ
い

よ
戦
闘
だ
と
覚
悟
し
ま
し
た
よ
。

先
遣
の
第
三
大
隊
は
象
江
を
強
行
渡
河
し
て
、
柳
州
飛
行
場

に
向
か
お
う
と
し
た
の
で
す
が
、
渡
河
材
料
は
無
く
、
よ
う
や

く
民
船
二
隻
を
見
つ
け
、
悪
戦
苦
闘
の
渡
河
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
第
三
大
隊
が
柳
州
飛
行
場
へ
突
入
し
た
の
は
十
一
月
九

日
十
時
だ
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
、
南
支
軍
の
面
目

が
立
ち
、
中
支
軍
と
一
挙
に
柳
州
攻
略
を
し
た
わ
け
で
す
。

第
三
大
隊
で
も
、
第
十
中
隊
が
一
番
損
害
を
受
け
た
。
私
は

夜
に
な
っ
て
向
こ
う
か
ら
部
隊
が
来
る
の
で
、「
何
中
隊
か
」

と
声
を
か
け
た
ら
「
七
中
隊
だ
」
と
い
う
。
私
も
第
七
中
隊
な

の
で
、
よ
く
聞
い
た
ら
中
支
軍
の
第
三
師
団
（
幸
兵
団
）
だ
っ

た
。
そ
れ
は
九
日
の
晩
で
し
た
が
、
翌
日
十
日
の
朝
は
柳
州
飛

行
場
が
見
え
た
。

そ
の
時
、
飛
行
場
に
飛
行
機
は
あ
っ
た
。
え
ら
い
所
へ
来
た

な
ぁ
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
し
た
。
今
も
申
し
た
通
り
。
柳

州
へ
入
っ
た
の
は
中
支
軍
よ
り
う
ち
の
第
百
六
十
一
連
隊
が
少

し
先
だ
っ
た
の
で
、
第
二
十
三
軍
の
面
目
を
保
つ
こ
と
が
出
来

た
わ
け
だ
が
、
無
我
夢
中
で
す
よ
。

柳
州
で
は
駐
屯
中
に
敵
の
機
銃
掃
射
で
や
ら
れ
た
。
我
々
は

半
月
ぐ
ら
い
柳
州
に
い
た
と
思
う
が
、
こ
っ
ち
は
南
か
ら
来
た

の
で
夏
の
半
袖
シ
ャ
ツ
（
防
暑
襦
袢
）
一
枚
、
下
着
な
し
で
寒

か
っ
た
。
南
支
と
い
っ
て
も
柳
州
は
北
の
方
、
十
二
月
近
い
の

に
防
雨
外
套
一
枚
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
引
替
え
、
中
支
軍
は
服



を
着
て
い
る
か
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
た
で
す
よ
。
柳
州
で
は
、

岐
阜
の
初
年
兵
ば
か
り
五
人
死
ん
で
い
る
。

＊
「
柳
州
の
地
誌
」
を
次
に
参
考
と
し
て
記
す
。

柳
江
が
大
き
く
曲
折
し
て
流
れ
る
所
に
あ
る
地
方
都
市

で
、
城
の
南
岸
に
馬
鞍
山
が
あ
る
。
北
方
ま
で
数
個
の
孤
丘

が
あ
る
が
、
遠
く
ま
で
柳
州
平
原
が
延
び
拡
が
っ
て
い
る
。

市
街
は
柳
江
に
よ
り
馬
蹄
形
に
囲
ま
れ
、
背
後
に
は
石
筍

（
南
画
に
あ
る
よ
う
な
）
の
よ
う
な
岩
山
の
絶
壁
を
負
う
て

い
る
。
人
口
は
約
三
万
人
で
新
市
街
は
文
化
都
市
と
し
て
立

派
な
も
の
で
、
市
の
周
囲
に
は
、
五
魚
峰
・
峨
山
・
文
筆
山

他
二
十
余
の
奇
峯
が
群
立
し
景
趣
に
富
ん
で
い
る
（
桂
林
の

よ
う
に
）

。

軍
事
的
に
は
、
貴
州
・
雲
南
・
湖
南
・
広
東
の
各
省
に
通

じ
る
通
路
の
中
心
。

重
慶
軍
第
四
戦
区
司
令
部
の
所
在
地
で
、

軍
事
上
極
め
て
重
要
地
点
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
柳
州
飛
行

場
・
機
械
■
・
空
軍
学
校
等
の
軍
事
施
設
並
び
に
重
要
機
関

が
あ
る
。

商
業
地
と
し
て
も
梧
州
、
南
寧
に
次
ぐ
市
場
で
、
産
物
の

主
な
も
の
は
米
、
甘
■
、
落
花
生
、
玉
蜀
黍
、
芝
麻
等
が
あ

り
、
更
に
こ
の
地
の
棺
材
（
棺
は
柳
州
と
言
わ
れ
た
）
は
極

め
て
有
名
で
あ
る
。
故
に
古
来
「
死
は
柳
州
」
と
い
う
言
葉

が
あ
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。

飛
行
場
は
、
支
那
事
変
後
莫
大
な
費
用
を
も
っ
て
拡
充
さ

れ
、
江
西
省
の
南
昌
飛
行
場
に
つ
ぐ
、
大
飛
行
場
で
、
桂
林

と
共
に
米
支
空
軍
の
重
要
な
設
備
が
施
さ
れ
て
い
た
。

―
続
い
て
は
、
湘
桂
第
三
期
の
作
戦
韶
関
攻
略
戦
と
な
る
わ

け
で
す
が
、
何
時
頃
反
転
し
た
の
で
す
か
。

桂
林
・
柳
州
攻
略
は
湘
桂
作
戦
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
の

で
す
か
ら
、
梅
津
参
謀
総
長
は
十
一
月
十
一
日
、
戦
況
奏
上
に

際
し
、
柳
・
桂
攻
略
に
関
し
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
御
嘉
尚
の
お

言
葉
が
あ
り
、
次
い
で
支
那
派
遣
軍
総
司
令
官
及
び
支
那
方
面

艦
隊
司
令
官
に
優
渥
な
勅
語
を
賜
っ
た
と
い
い
ま
す
。

連
隊
は
、
柳
州
付
近
の
警
備
を
中
支
軍
と
交
替
し
、
柳
州
―

来
■
―
武
宣
―
平
南
を
経
て
、
十
二
月
九
日
梧
州
に
集
結
し
、

同
地
か
ら
韶
関
攻
略
の
た
め
行
動
発
起
の
内
命
を
受
け
た
よ
う

で
す
。
十
五
日
に
梧
州
を
出
発
、
西
江
に
沿
っ
て
南
下
、
下
旬

に
四
会
に
到
着
、
同
地
周
辺
に
集
結
を
し
た
。

昭
和
二
十
年
、
四
会
で
正
月
を
や
っ
て
四
ヵ
月
分
の
英
気
を



養
っ
て
い
た
が
、
そ
の
間
、
敵
将
余
漢
謀
の
反
撃
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
月
十
七
日
、
い
よ
い
よ
、
韶
関
攻
略
の
た
め
四

会
を
出
発
し
た
の
で
す
。
先
遣
大
隊
と
な
っ
た
の
は
、
第
百
六

十
一
連
隊
の
斎
藤
清
二
大
尉
統
率
の
我
が
第
二
大
隊
で
し
た
。

我
々
は
軽
装
備
で
、
兵
器
と
雑
■
だ
け
、
大
隊
砲
と
第
二
機
関

銃
、
野
砲
一
個
中
隊
、
工
兵
一
個
中
隊
、
輜
重
、
野
戦
病
院
が

配
属
さ
れ
た
。

十
九
日
夕
方
、
先
遣
の
我
大
隊
は
三
坑
墟
を
出
発
し
、
強
急

行
軍
、
昼
夜
兼
行
で
北
進
し
た
が
、
突
入
は
た
し
か
一
月
二
十

一
日
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
間
は
た
だ
歩
く
だ
け
だ
っ
た
。
北
江

の
対
岸
に
は
第
三
大
隊
の
第
十
中
隊
が
配
属
に
な
り
、
第
二
大

隊
の
指
揮
下
に
入
り
、
我
々
第
二
大
隊
の
主
力
と
、
お
互
い
に

先
陣
争
い
を
し
た
。

韶
関
突
入
は
本
当
の
戦
闘
だ
っ
た
と
思
う
。
ト
ー
チ
カ
が
並

ん
で
い
て
銃
眼
か
ら
バ
リ
バ
リ
射
っ
て
く
る
。
渡
河
し
な
け
れ

ば
攻
略
出
来
な
い
。
山
砲
が
到
着
す
る
ま
で
は
渡
河
を
何
回
や

っ
て
も
失
敗
。
北
江
が
武
江
と
禎
江
に
分
離
し
て
い
る
点
に
中

州
が
あ
り
、

そ
の
中
州
全
体
が
ト
ー
チ
カ
で
固
め
ら
れ
て
い
た
。

ト
ー
チ
カ
陣
地
は
強
固
に
造
ら
れ
て
い
る
。

曲
江
大
橋
は
一
月
二
十
四
日
に
爆
破
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の

音
響
が
あ
た
り
を
ふ
る
わ
せ
、
火
煙
が
夜
空
に
立
ち
込
め
る
の

が
望
見
さ
れ
た
。
渡
河
は
民
船
を
使
っ
た
が
、
敵
の
射
撃
と
水

流
の
関
係
で
下
流
へ
下
流
へ
と
流
さ
れ
一
時
は
ど
う
な
る
か
と

思
う
程
だ
っ
た
。
敵
の
抵
抗
は
引
き
続
い
て
強
く
、
や
ら
れ
て

は
流
さ
れ
、
流
さ
れ
て
は
ま
た
や
ら
れ
る
。
な
に
し
ろ
着
岸
ま

で
三
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。

私
は
大
隊
副
官
の
指
示
で
、
小
隊
長
代
理
と
し
て
渡
河
を
援

護
の
命
を
受
け
た
の
で
す
。
一
個
小
隊
で
す
か
ら
軽
機
関
銃
、

擲
弾
筒
だ
け
、
河
原
で
■
■
物
は
殆
ど
な
い
。
あ
の
時
は
こ
れ

が
最
後
か
と
思
っ
た
。
も
う
や
け
く
そ
だ
っ
た
で
す
。
そ
ん
な

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
か
、
私
は
乙
種
幹
部
候
補
生
で
下
士
官

だ
っ
た
の
が
、
甲
種
幹
部
候
補
生
に
昇
格
し
て
、
将
校
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

私
は
斎
藤
大
隊
長
に
も
可
愛
が
ら
れ
、
戦
死
し
た
森
小
隊
長

の
軍
刀
を
貰
っ
た
。
関
の
孫
六
の
名
刀
だ
っ
た
の
で
形
見
と
し

て
大
事
に
し
て
お
っ
た
け
ど
、
終
戦
の
時
取
り
上
げ
ら
れ
、「
戻

す
」
と
い
わ
れ
た
が
、
復
員
の
時
も
返
っ
て
来
な
い
で
、
大
変

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。



将
校
の
補
充
は
一
年
志
願
の
古
い
人
が
、
う
ち
の
第
七
中
隊

に
も
二
人
入
っ
て
い
た
が
、
私
も
小
隊
長
と
し
て
頑
張
っ
て
い

た
。
韶
関
で
の
市
街
戦
で
、
第
二
大
隊
の
各
中
隊
は
、
白
兵
戦

を
交
え
な
が
ら
、
逐
次
占
領
し
て
い
た
。
二
十
六
日
払
暁
に
な

り
、
■
漢
線
の
鉄
橋
は
猛
然
と
火
を
ふ
き
、
白
煙
を
上
げ
な
が

ら
、
敵
の
手
で
爆
破
さ
れ
、
敵
は
敗
退
し
て
い
っ
た
。

二
十
七
日
、
朝
、
第
二
大
隊
は
富
国
炭
田
を
占
領
せ
よ
と
命

ぜ
ら
れ
、
我
々
の
第
七
中
隊
は
大
隊
と
共
に
炭
田
へ
向
け
て
急

進
し
た
。
途
中
中
支
軍
と
連
絡
し
て
南
部
■
漢
線
は
打
通
し
た

わ
け
で
す
。
こ
れ
で
韶
関
攻
略
戦
が
終
了
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
は
敵
の
抵
抗
は
な
く
、
五
日
ぐ
ら
い
で
反
転
し
ま
し
た
。

敵
の
追
尾
も
無
く
、
三
日
間
ぐ
ら
い
で
四
会
ま
で
帰
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

韶
関
作
戦
で
、
我
が
方
は
約
六
〇
名
の
戦
死
傷
者
を
出
し
た

が
、
敵
の
損
害
は
、
遺
棄
死
体
約
五
〇
〇
、
捕
虜
約
七
〇
、
機

関
車
三
、
山
砲
三
、
曲
射
砲
二
、
機
関
砲
三
、
軽
機
関
銃
二
〇
、

そ
の
他
弾
薬
多
数
を
鹵
獲
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

＊
「
韶
関
の
地
誌
」
一
般
に
は
馴
染
の
少
な
い
地
名
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
曲
江
と
も
い
う
。
広
東
の
北
方
、
北
江

上
流
に
あ
る
都
市
で
、
北
は
筆
峯
山
、
北
東
か
ら
禎
江
、
西

北
か
ら
武
江
の
二
水
の
合
流
す
る
江
瀬
に
接
し
て
い
る
。

民
国
以
来
、
曲
江
県
政
府
所
在
地
で
、
軍
事
的
に
は
、
支

那
軍
第
七
戦
区
司
令
部
（
余
漢
謀
将
軍
）
の
所
在
地
で
あ
る
。

水
陸
交
通
の
要
衝
で
、
■
漢
鉄
道
で
北
上
す
れ
ば
揚
子
江
に

達
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
江
西
・
湖
南
省
と
も
接
近
し
て
い

る
。広

東
と
の
貿
易
（
交
易
）
は
勿
論
、
江
西
・
湖
南
両
省
と

も
盛
ん
に
通
商
を
行
っ
て
い
る
。
広
東
北
部
の
大
商
業
地
域

で
、
人
口
約
四
万
。
集
散
品
は
広
東
よ
り
硝
子
・
化
粧
品
及

び
各
種
の
外
国
品
、
湖
南
省
か
ら
の
木
材
、
菜
種
油
、
茶
油

等
の
油
類
で
、
最
も
多
い
の
は
江
西
省
の
紙
及
び
煙
草
類
で

あ
る
。

韶
関
は
単
に
商
業
的
に
見
て
重
要
な
ば
か
り
で
な
く
、
江

西
・
湖
南
・
広
東
三
省
の
境
界
点
に
近
い
と
い
う
地
理
的
重

要
性
の
見
地
か
ら
、
古
来
戦
争
の
あ
る
度
ご
と
に
、
軍
事
争

奪
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

当
連
隊
が
占
領
し
た
時
は
、
支
那
軍
の
み
が
防
衛
に
当
た

っ
て
、
住
民
は
全
部
疎
開
し
て
い
た
が
、
連
隊
の
急
進
撃
に
、



市
街
地
の
物
資
ま
で
疎
開
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
米
・
砂
糖

・
煙
草
・
マ
ッ
チ
・
炭
・
織
物
等
が
、
各
商
店
及
び
一
般
民

家
に
多
数
残
置
さ
れ
て
い
た
。
敵
の
陣
地
内
ト
ー
チ
カ
に
は
、

市
街
地
か
ら
掠
奪
し
た
物
品
が
山
積
み
し
て
い
た
。

―
韶
関
攻
略
後
は
海
豊
・
陸
豊
地
区
で
の
対
米
軍
備
作
戦
に

入
る
わ
け
で
す
が
、
韶
関
反
転
は
何
時
頃
で
す
か
、
第
百

八
連
隊
は
韶
関
作
戦
に
参
加
せ
ず
海
豊
・
陸
豊
を
占
領
し

て
い
た
の
で
す
か
。

そ
う
で
す
。
我
々
の
百
六
十
一
連
隊
は
、
四
月
初
め
陸
路
で
、

昭
和
十
三
年
バ
イ
ヤ
ス
湾
上
陸
し
広
東
攻
略
し
た
同
じ
路
を
逆

に
行
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
間
敵
機
に
よ
る
空
襲
は
度
々
あ
り

ま
し
た
が
、
艦
砲
射
撃
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

我
連
隊
は
両
豊
地
区
の
中
間
地
区
隊
と
な
り
、
陸
豊
、
海
豊

間
の
公
路
北
側
の
高
地
を
占
領
す
る
こ
と
と
な
り
、
連
隊
主
力

は
中
心
の
鳥
面
嶺
（
海
豊
東
方
八
キ
ロ
）
に
位
置
し
ま
し
た
。

右
の
大
嶂
峯
山
に
第
三
大
隊
、
左
法
留
山
後
方
山
地
に
は
我
が

第
二
大
隊
で
す
。
山
は
標
高
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
土
質

は
軟
岩
と
硬
岩
で
洞
窟
作
業
速
度
は
一
日
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の

進
捗
度
で
あ
っ
た
。

ず
っ
と
そ
こ
で
陣
地
構
築
し
て
山
が
変
形
す
る
ほ
ど
掘
り
ま

し
た
。
全
部
人
力
で
、
十
字
鍬
、
円
匙
だ
け
で
、
山
の
中
は
ト

ン
ネ
ル
だ
ら
け
、
地
質
が
よ
い
か
ら
落
盤
も
な
か
っ
た
。
大
分

苦
力
も
つ
か
っ
て
六
月
ま
で
で
完
遂
し
た
が
、
そ
の
間
、
食
糧
、

病
気
は
そ
れ
ほ
ど
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。
各
隊
、
各
分
隊
バ
ラ

バ
ラ
で
山
中
陣
地
構
築
だ
。
艦
砲
射
撃
に
対
抗
、
敵
前
上
陸
に

対
抗
す
る
た
め
で
す
。

対
米
と
い
っ
て
も
、

砲
は
海
岸
付
近
に
主
と
し
て
配
置
さ
れ
、

一
般
中
隊
の
兵
器
は
小
銃
と
軽
機
関
銃
の
み
で
、
い
っ
て
み
れ

ば
ゲ
リ
ラ
用
で
し
た
。
陣
地
は
山
の
中
腹
だ
か
ら
洞
窟
生
活
だ

っ
た
。
付
近
に
は
民
家
は
な
か
っ
た
が
、
毎
晩
、
分
■
勤
務
を

し
て
警
戒
さ
せ
て
い
て
、
周
囲
の
治
安
は
良
か
っ
た
。
こ
ち
ら

が
敵
の
陣
地
を
攻
撃
す
る
と
き
は
抵
抗
は
強
か
っ
た
が
、
敵
襲

は
な
か
っ
た
。
食
糧
も
充
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
が
、
赤
痢
等

の
伝
染
病
が
あ
る
の
で
、
水
は
全
部
煮
沸
し
て
飲
ん
で
い
た
。

六
月
に
な
っ
て
、
第
二
十
三
軍
の
中
か
ら
二
個
師
団
（
第
二

十
七
・
第
四
十
）
が
中
支
方
面
に
転
用
に
な
っ
た
た
め
、
師
団

司
令
部
は
海
豊
か
ら
恵
州
に
移
動
し
た
。
我
が
連
隊
も
血
と
汗

で
築
い
た
法
留
山
北
方
山
地
の
洞
窟
陣
地
を
後
に
し
、

十
八
日
、



バ
イ
ヤ
ス
湾
地
区
に
転
進
し
、
同
地
で
再
び
洞
窟
陣
地
の
構
築

（
弁
壁
石
山
地
帯
）
に
全
力
を
注
い
で
い
た
。

そ
の
頃
、
中
国
人
は
「
日
本
は
サ
ラ
ン
パ
ン
（
駄
目
）
に
な

っ
た
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
兵
隊
に
対
し
て
も
、
日

本
は
負
け
た
と
言
っ
て
い
た
。
こ
ち
ら
で
は
「
山
下
将
軍
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
へ
行
っ
た
か
ら
、
七
月
は
提
灯
行
列
だ
」
と
言
う
人

も
い
た
。「
い
や
提
灯
た
た
み
行
列
だ
」
と
言
う
人
も
い
た
。

終
戦
は
、
広
東
の
放
送
局
へ
出
て
い
た
兵
隊
か
ら
聞
い
た
。「
十

五
日
に
ど
う
も
無
条
件
降
伏
し
た
ら
し
い
」
と
。
こ
れ
は
連
隊

本
部
の
連
中
か
ら
後
に
な
っ
て
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
私
等
は
、

山
の
中
で
の
作
業
中
だ
か
ら
判
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国

人
の
情
報
は
我
々
よ
り
早
く
て
、
結
局
は
正
確
だ
っ
た
わ
け
で

す
。―

直
接
敗
戦
を
知
っ
た
の
は
、
そ
の
後
の
生
活
は
ど
う
で
し

た
か
。

敗
戦
を
知
っ
た
の
は
八
月
二
十
日
頃
だ
っ
た
「
我
々
は
負
け

て
い
な
い
の
に
何
故
日
本
は
負
け
た
の
か
」
と
皆
、
疑
問
を
も

っ
た
り
悔
し
涙
に
く
れ
て
い
た
。
支
那
派
遣
軍
総
司
令
官
も
、

派
遣
軍
は
負
け
て
い
な
い
の
で
最
後
ま
で
強
硬
に
戦
争
継
続
を

主
張
し
て
い
た
が
、
十
五
日
午
後
、
派
遣
軍
全
将
兵
に
対
し「承

詔
必
謹
以
テ
宸
襟
ヲ
安
ン
ジ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
決
意
を

明
ら
か
に
し
「
■
々
厳
粛
ナ
ル
軍
紀
ノ
下
鉄
石
ノ
団
結
ヲ
堅
持

シ
一
途
ノ
方
針
ニ
基
キ
夫
々
新
任
務
ノ
完
遂
ニ
邁
進
ス
ベ
シ
」

と
の
訓
示
は
、
終
戦
後
文
書
で
見
ま
し
た
。

師
団
命
令
が
出
て
、
現
態
勢
の
陣
地
構
築
の
場
か
ら
撤
収
が

命
ぜ
ら
れ
、
突
然
、
博
羅
の
北
方
地
区
に
集
結
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
軍
旗
の
奉
焼
は
、
八
月
三
十
日
午
前
十
時
、
集
結
地

の
博
羅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
連
隊
史
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
年

福
井
県
小
浜
市
の
自
宅
で
、
最
後
の
連
隊
長
清
水
圓
大
佐
は
、

「
午
前
十
時
、
東
方
遥
拜
し
て
陛
下
に
お
別
れ
し
た
後
、
木
部

連
隊
旗
手
が
捧
持
せ
る
軍
旗
を
下
方
ふ
さ
の
方
よ
り
点
火
し

て
、
全
将
校
挙
手
の
礼
の
う
ち
奉
焼
し
た
。
菊
の
御
紋
章
は
完

全
燃
焼
し
な
か
っ
た
の
で
連
隊
本
部
へ
持
ち
帰
り
、
ヤ
ス
リ
で

粉
々
に
引
き
砕
き
、
連
隊
将
校
全
員
に
分
け
与
え
た
。
完
全
燃

焼
し
た
灰
は
、
■
の
木
の
根
元
に
埋
め
ま
し
た
」
と
戦
記
著
者

に
話
さ
れ
た
と
い
う
。
部
隊
幹
部
は
じ
め
我
々
も
、
詔
書
を
拝

受
し
て
、
詔
書
必
謹
と
い
わ
れ
て
も
、
敗
戦
の
意
識
は
起
ら
な

か
っ
た
が
、
軍
旗
奉
焼
に
よ
り
敗
戦
の
現
実
に
対
処
す
る
気
持



ち
に
よ
う
や
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
後
は
支
那
軍
か
ら
糧
秣
を
受
領
し
て
の
生
活
と
な
っ
た

の
で
す
が
、
武
装
解
除
は
十
月
八
日
で
し
た
。
復
員
は
昭
和
二

十
一
年
四
月
で
し
た
が
、
そ
の
間
は
集
中
営
と
呼
ば
れ
る
収
容

所
で
の
生
活
で
し
た
。
支
給
食
糧
は
段
々
と
少
な
く
な
り
、
私

物
品
を
中
国
人
と
交
換
し
な
が
ら
生
活
を
維
持
し
て
い
た
が
、

そ
れ
も
品
薄
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
住
民
の
日
本
軍
に
対
す
る
感
情
は
複
雑
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
■
介
石
総
統
の
布
告
も
あ
り
、
概
し
て
良
か
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
復
員
は
浦
賀
港
上
陸
し
て
行
わ
れ
た
の
で

す
が
、
帰
る
途
中
の
都
市
は
焼
け
て
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
所
も

多
く
、「
国
敗
れ
て
山
河
あ
り
」
の
詩
文
を
思
い
出
し
な
が
ら

故
郷
高
山
の
地
を
踏
ん
だ
の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
同
年
兵

を
始
め
沢
山
の
戦
友
が
、
南
支
の
地
に
骨
を
埋
め
て
い
る
こ
と

を
今
も
想
い
出
さ
れ
、
慰
霊
の
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

戦
争
と
軍
医
と
衛
生
兵
　 

神
奈
川
県
　
永
井
収
三
　 

―
簡
単
な
軍
歴
を
お
聞
か
せ
願
え
ま
せ
ん
か
。

朝
鮮
の
大
邱
医
科
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
京
城
で
教
育
を
受

け
、
昭
和
十
八
年
八
月
、
独
立
混
成
第
二
十
二
旅
団
独
立
歩
兵

第
六
十
六
大
隊
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
階
級
は
軍

医
見
習
士
官
で
し
た
。

―
そ
れ
か
ら
ず
ー
っ
と
大
隊
と
行
動
を
共
に
し
た
の
で
す

か
。

そ
う
で
す
。
大
隊
本
部
は
廣
州
市
の
河
南
に
あ
り
ま
し
た
。

中
国
に
お
け
る
私
の
軍
歴
は
大
き
く
分
け
て
三
期
間
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
第
一
期
は
廣
州
市
駐
留
の
時
期
、
第
二
期
は
湘
桂

作
戦
の
時
期
、
第
三
期
は
抑
留
時
代
で
す
。

―
廣
東
時
代
の
思
い
出
を
一
つ
ど
う
ぞ
。

私
は
植
民
地
の
学
校
出
な
の
で
、
内
地
か
ら
直
行
し
た
将
校

よ
り
中
国
に
違
和
感
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
本
部
勤




